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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンテンツファイルを記録する記録手段と、
　前記記録手段に記録されたコンテンツファイルのメタデータに基づき、前記コンテンツ
ファイルを所定の検索カテゴリにより検索可能にするデータベースを所定のタイミングで
作成するデータベース作成手段とを備えた再生装置において、
　前記記録手段へ記録するコンテンツファイルに対しての、前記データベース作成手段の
動作可否を選択する選択手段を有し、
　前記選択手段によるデータベース作成手段の動作可否の選択は、前記検索カテゴリ毎に
行い得ることを特徴とする再生装置。
【請求項２】
　前記記録媒体内のコンテンツファイルについて、前記データベース作成手段によりデー
タベースが作成された場合、該データベースに基づく検索が可能であり、
　前記選択手段により前記データベースが選択されなかった場合、前記コンテンツファイ
ルが前記記録媒体に記録されている階層構造に基づき検索可能であることを特徴とする、
請求項１に記載の再生装置。
【請求項３】
　前記記録手段は再生装置に対して着脱可能であることを特徴とする請求項１又は２に記
載の再生装置。
【請求項４】
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請求項１～３のいずれかの再生装置における各手段としてコンピュータを機能させること
を特徴とするプログラム。
【請求項５】
　コンテンツファイルを記録する記録工程と、
　前記記録工程により記録されたコンテンツファイルのメタデータに基づき、前記コンテ
ンツファイルを所定の検索カテゴリにより検索可能にするデータベースを所定のタイミン
グで作成するデータベース作成工程とを備えた、再生装置における再生方法において、
　前記データベース作成工程によるデータベースの作成可否の選択を受け入れる選択工程
を有し、
　前記選択工程におけるデータベース作成可否の選択の受入れは、前記検索カテゴリ毎に
行われ得ることを特徴とする再生方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録手段に格納された再生用のコンテンツファイルのメタデータに基づき、
コンテンツファイルを所定の検索カテゴリにより検索可能にするデータベースを作成する
再生装置及び再生方法、並びに該再生装置としてコンピュータを機能させるプログラムに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＭＰ３、ＷＭＡ、ＪＰＥＧ等の方式によるオーディオや画像のファイルには、音声信号
や画像データそのもののほかに、メタデータと呼ばれるデータが記録されている場合があ
る。たとえば楽曲ファイルの場合、メタデータとして、その楽曲の曲名、アルバム名、歌
っているアーティストのアーティスト名等が記録されている。楽曲ファイルを格納するた
めのハードディスクやフラッシュメモリを備えた従来の再生装置として、このようなメタ
データに基づいてデータベースを作成し、楽曲ファイルの検索を容易に行うことができる
ようにしたものがある。
【０００３】
　図１０は楽曲ファイルについてのメタデータの一例を示す。「ファイル名」欄において
示される各ファイル名の楽曲ファイルについて、同図のようなアーティスト名、アルバム
名、及び曲名がメタデータとして記録されている例を示している。たとえばファイル名が
「ｆｉｌｅ１．ｍｐ３」である楽曲ファイルには、アーティスト名「Ａｒｔｉｓｔ１」、
アルバム名「Ａｌｂｕｍ１」、及び曲名「Ｔｉｔｌｅ１」を含むコンテンツの検索を可能
とする情報がメタデータとして記録されている。
【０００４】
　図１１は従来の再生装置において、図１０のような楽曲ファイルをハードディスクやフ
ラッシュメモリに格納する場合のフォルダの構成例を示す。同図に示されるように、各楽
曲ファイルの検索を容易に行うことができるような任意の階層構造のフォルダ構成を採用
することができる。図１１の場合、ルートフォルダ「ｒｏｏｔ」内に、各楽曲ファイルの
アルバム名をフォルダ名とする各フォルダを設け、そのフォルダ内にそのアルバムに属す
る楽曲ファイルを格納するというフォルダツリーを構成している。この場合、このフォル
ダツリーに従い、ユーザは、いずれかのアルバム名のフォルダを選択することにより、ア
クセスしたい楽曲ファイルの範囲を限定してから、所望の楽曲ファイルに対して容易にア
クセスすることができる。
【０００５】
　図１２は別のフォルダ構成例を示す。この場合、ルートフォルダ「ｒｏｏｔ」の元にす
べての楽曲ファイルが格納されている。したがって、図１１のようなフォルダツリーに従
って検索対象を限定しながら楽曲ファイルの検索を行うことはできない。
【０００６】
　図１３は楽曲ファイルを検索するためのデータベースによる検索ツリーの一例を示す。



(3) JP 4862143 B2 2012.1.25

10

20

30

40

50

このデータベースは図１０の各楽曲ファイルのメタデータに基づいて作成することができ
る。図１３ではアーティスト検索を行う場合の検索ツリーが示されている。この場合、ユ
ーザは、アーティスト「Ａｒｔｉｓｔ」のカテゴリから検索を開始し、そのカテゴリに含
まれる所望のアーティスト名を選択し、さらにその下位のカテゴリに含まれる所望のアル
バム名を選択することによって曲名の選択範囲を限定してから、所望の曲名を選択するこ
とができる。
【０００７】
　図１４は図１０の楽曲ファイルについて作成したデータベースに基づく楽曲ファイルの
検索の他の例として、アルバム検索を行う場合の検索ツリーを示す。この場合、アルバム
「Ａｌｂｕｍ」のカテゴリから検索を開始し、所望のアルバム名の選択を経て曲名の選択
範囲を限定してから所望の曲名を選択することができる。
【０００８】
　従来、再生装置として、このようなデータベース検索を可能にするデータベースを作成
するものと、作成しないものとが知られている。データベースを作成しない再生装置にお
いては、図１１のようなフォルダツリーに従った検索を行うことができる。データベース
を作成する再生装置においては、図１２のような楽曲ファイルの分類がまったくなされて
いないフォルダ構成のまま、パソコン等から楽曲ファイルの転送を受けた場合でも、その
楽曲ファイルについて作成されたデータベースを利用することによって、図１３や図１４
のような検索ツリーに従った楽曲の検索を行うことができる。
【０００９】
　データベースを作成するタイプの再生装置であっても、図１１のようなフォルダツリー
に沿って楽曲ファイルの検索を行うことが可能なものも多く存在する。データベースを作
成するタイプの再生装置において、データベースの作成は、そのハードディスクやフラッ
シュメモリに対するパソコン等からの楽曲ファイルの転送が完了した後、パソコン等との
接続が解除されたとき等の所定のタイミングにおいて行われる。
【００１０】
　図１５は図１０の楽曲ファイルについての検索が容易なフォルダ構成の一例を示す。こ
のような検索し易いフォルダツリーをユーザ自身が予め構成している場合には、データベ
ース検索を利用することなく、フォルダツリーに従い、希望するファイルを容易に見つけ
出すことができる。パソコンから再生装置に対して楽曲ファイルを転送するＰＣアプリケ
ーションとしては、楽曲ファイルを、自動的に作成したアルバム名やアーティスト名をフ
ォルダ名とする図１５のような構成のフォルダに格納し、検索し易い状態として転送する
ものがほとんどである。一方、検索し易いフォルダツリーにより整理された状態で楽曲フ
ァイルの転送を行うことなく、再生装置のデータベース検索機能を頼りにして楽曲の検索
を行うユーザも存在する。
【００１１】
　なお、楽曲ファイルに付随するメタデータに関する技術として、ＣＤデータベースに登
録されていない音楽用ＣＤから読み出した各楽曲に対し、ユーザが設定するタグ情報を付
加してハードディスクに記録することができるようにした技術が開示されている（たとえ
ば特許文献１参照）。この技術においては、アルバム名とアーティスト名については各楽
曲に対して共通に設定することにより、タグ情報の設定の容易化を図っている。
【００１２】
【特許文献１】特開２００４－２４６９３７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら、図１３や図１４のような検索ツリーによる検索を可能とするデータベー
スの作成を行う従来の再生装置の場合、楽曲ファイル転送終了時等の所定のタイミングに
おいてデータベースの作成が行われるので、パソコン等から再生装置に楽曲ファイルの転
送を行う場合、データベースを作成する処理に時間を要する。楽曲ファイルの数が多くな
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ると、この処理が完了するまでの待ち時間が増加し、転送した楽曲ファイルの再生を行う
までに長時間を要する等の不都合が生じる。データベースの作成に要する時間は、データ
ベース検索機能を利用しないユーザにとっては、まったく無駄な時間となっている。しか
しながら、データベース検索機能を利用するユーザも存在するので、データベース作成機
能を無くすわけにはいかない。
【００１４】
　本発明の目的は、このような従来技術の問題点に鑑み、再生装置において、楽曲検索用
のデータベース作成に要する無駄な時間を排除することができるようにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　この目的を達成するため、本発明の再生装置は、コンテンツファイルを記録する記録手
段と、前記記録手段に記録されたコンテンツファイルのメタデータに基づき、前記コンテ
ンツファイルを所定の検索カテゴリにより検索可能にするデータベースを所定のタイミン
グで作成するデータベース作成手段とを備えた再生装置において、前記記録手段へ記録す
るコンテンツファイルに対しての、前記データベース作成手段の動作可否を選択する選択
手段を有し、前記選択手段によるデータベース作成手段の動作可否の選択は、前記検索カ
テゴリ毎に行い得ることを特徴とする。
【００１６】
　ここで、コンテンツファイルとしては、たとえば、メタデータを有する各種形式の楽曲
ファイルや映像ファイルが該当する。データベースを作成する所定のタイミングとしては
たとえば、外部のパソコン等からコンテンツファイルの転送を受けた後、パソコンとの接
続が解除された時点や、コンテンツファイルが格納されたメモリが再生装置に装着され、
接続された時点が該当する。所定の検索カテゴリによる検索としては、たとえば、アーテ
ィスト検索やジャンル検索のようないわゆるカテゴリ検索が該当する。
【００１７】
　この構成において、ユーザは、所定の検索カテゴリに従った楽曲ファイルの検索を希望
しない場合、選択手段により、データベース作成手段を動作させない旨の選択を行うこと
ができる。選択手段によりこの選択がなされると、メモリへの楽曲ファイルの転送が完了
した等の所定のタイミングにおいても、データベースは作成されることはない。したがっ
て、所定の検索カテゴリに従った楽曲ファイルの検索を希望しないユーザは、データベー
スの作成に要する無用な時間を排除することができる。
【００１８】
　本発明の実施例では、前記記録媒体内のコンテンツファイルについて、前記データベー
ス作成手段によりデータベースが作成された場合、該データベースに基づく検索が可能で
あり、前記選択手段により前記データベースが選択されなかった場合、前記コンテンツフ
ァイルが前記記録媒体に記録されている階層構造に基づき検索可能である。
【００１９】
　　本発明の実施例では、前記記録手段は再生装置に対して着脱可能である。
【００２０】
　本発明のプログラムは、本発明又は実施例の再生装置における各手段としてコンピュー
タを機能させる。
【００２１】
　本発明の再生方法は、コンテンツファイルを記録する記録工程と、前記記録工程により
記録されたコンテンツファイルのメタデータに基づき、前記コンテンツファイルを所定の
検索カテゴリにより検索可能にするデータベースを所定のタイミングで作成するデータベ
ース作成工程とを備えた、再生装置における再生方法において、前記データベース作成工
程によるデータベースの作成可否の選択を受け入れる選択工程を有し、前記選択工程にお
けるデータベース作成可否の選択の受入れは、前記検索カテゴリ毎に行われ得ることを特
徴とする。
【発明の効果】
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【００２４】
　本発明によれば、データベース作成手段の動作可否を選択する選択手段を設けるように
したため、所定の方法に従った楽曲ファイルの検索を希望しないユーザは、データベース
の作成に要する無用な時間を排除することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　図１は、本発明の一実施形態に係る再生装置の構成を示すブロック図である。同図に示
すように、この装置は、装置各部の制御や各種情報の処理を行う処理部１１、処理部１１
によってアクセスされるメモリ１２、処理部１１の制御により各種情報の表示を行う表示
部１３、処理部１１に対してユーザが操作入力を行うための操作部１４、処理部１１から
の音声信号を出力する音声出力部１５、及びＵＳＢケーブルを介して他の装置から再生装
置に対する楽曲ファイルの転送等を行うためのＵＳＢインタフェース１６を備える。図２
は図１の再生装置２１が、ＵＳＢケーブル２２によりパソコン２３に接続されている様子
を示す。
【００２６】
　メモリ１２には、楽曲の再生に用いられるＭＰ３や、ＷＭＡ、ＷＡＶ等の形式の楽曲フ
ァイルが格納される。処理部１１は所定のプログラムに従い、操作部１４及び表示部１３
によるユーザインタフェース機能によりメモリ１２中の楽曲ファイルの選択を受け入れ、
選択された楽曲の再生等を行う。再生装置はマスストレージモードに対応しており、ＵＳ
Ｂインタフェース１６を介し、パソコン等からメモリ１２に対して直接アクセスすること
ができるようになっている。したがって、パソコンにおけるドラッグ・アンド・ドロップ
操作等により、パソコン内の楽曲ファイルをメモリ１２に転送したり、メモリ１２内の楽
曲ファイルを削除したりすることができる。
【００２７】
　処理部１１は、マスストレージモードにおいて、メモリ１２内の楽曲ファイルについて
パソコンからの転送による追加や削除があった場合には、所定のタイミングにおいて、楽
曲ファイルについての検索用のデータベースを再構築する機能を備える。所定のタイミン
グとしては、たとえばＵＳＢケーブルが再生装置から引き抜かれることによりパソコンと
の接続が解除されたタイミングや、マスストレージモードが解除され、再生モードに移行
したタイミングが該当する。
【００２８】
　検索用のデータベースは、メモリ１２中の各楽曲ファイルに付随するメタデータに基づ
いて作成され、図１３や図１４のような検索ツリーに沿った楽曲の検索を可能とするもの
である。処理部１１はこのデータベース検索機能を有効とするか又は無効とするかの設定
すなわちデータベース作成の可否の選択を受け入れることができる。この設定が無効に設
定されている場合には、上記所定のタイミングにおけるデータベースの作成は行われず、
データベース検索機能は使用することができない。
【００２９】
　図３はデータベース検索機能を有効又は無効に設定する場合の操作を示す。この操作は
表示部１３及び操作部１４によるユーザインタフェースを用いて行われる。すなわち、ユ
ーザはまず、表示部１３上に表示されたホーム画面３１中の「アルバム」、「アーティス
ト」、「ジャンル」、「曲名」、「フォルダ」、及び「設定」の各選択項目のうち、「設
定」を選択する。この選択は、操作部１４における操作により、選択したい選択項目の位
置にカーソル３２を移動させ、確定キーを押下することにより行うことができる。
【００３０】
　「設定」が選択されると、処理部１１は表示部１３の表示を画面３３に切り替えて、「
表示モード」、「バックライト」、「表示輝度」、「ビープ音」、及び「データベース」
の各選項目を表示する。このうち「データベース」が、データベース検索機能に関する設
定を行うための選択項目である。ユーザが「データベース」を選択すると、処理部１１は
表示部１３の表示を画面３４に切り替えて、「検索機能有効」及び「検索機能無効」の選
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択項目を表示する。それぞれ、データベース検索機能を有効及び無効に設定するための選
択項目である。同図のように「検索機能無効」が選択されると、処理部１１はデータベー
ス検索機能を無効に設定する。
【００３１】
　図４はデータベース検索機能が有効に設定されている場合のホーム画面の一例を示す。
この場合、図１１のようなフォルダツリーに沿った検索のほかに、アルバム、アーティス
ト、ジャンル、曲名等の各カテゴリを指定したカテゴリ検索が可能である。したがって、
処理部１１は、ホーム画面３１における選択項目として、これらのカテゴリを選択するた
めの「アルバム」、「アーティスト」、「ジャンル」、及び「曲名」を表示する。
【００３２】
　ここで、たとえば、「アーティスト」が選択されると、処理部１１は検索用のデータベ
ースに基づく図１３のような検索ツリーに従い、「アーティスト」のカテゴリに属するた
とえば「Ａｒｔｉｓｔ１」及び「Ａｒｔｉｓｔ２」を選択項目として表示したアーティス
ト選択画面４１を表示する。いずれかが選択されるとさらにそのカテゴリに含まれる下位
のカテゴリや楽曲名を表示し、その選択を受け入れる。このようにして、検索用データベ
ースに基づく検索ツリーに従い、検索範囲を各階層におけるカテゴリの選択によって限定
してゆきながら、楽曲の検索を効率よく行うことを可能としている。
【００３３】
　図５はデータベース検索機能が無効に設定されている場合のホーム画面の一例を示す。
この場合、データベースが構築されておらず、アルバム、アーティスト、ジャンル、曲名
等のカテゴリ検索が可能ではないので、ホーム画面３１には、選択項目として「フォルダ
」及び「設定」のみが表示される。「フォルダ」が選択されると、処理部１１は、ルート
フォルダ内に存する各フォルダの名称、たとえば「Ａｒｔｉｓｔ１」及び「Ａｒｔｉｓｔ
２」を選択項目として表示した、フォルダ選択画面５１を表示する。いずれかが選択され
ると、さらにその下位のフォルダや楽曲ファイルを表示し、その選択を受け入れる。この
ようにして、予めメモリ１２において構築されている図１５のようなフォルダツリーに従
った楽曲ファイルの検索を可能としている。
【００３４】
　図６はパソコンから再生装置のメモリ１２へ楽曲ファイルを転送する際の再生装置側の
処理を示すフローチャートである。ＵＳＢインタフェース１６を介してパソコンに接続さ
れると、処理部１１はステップ６１において、装置の動作モードをマスストレージモード
へ移行する。この動作モードにおいて、パソコンからメモリ１２への楽曲ファイルの転送
が行われる。すなわちユーザは、パソコン内のハードディスクに格納された所望の楽曲フ
ァイルについて、再生装置に相当するリムーバブルディスクに対し、ドラッグ・アンド・
ドロップやコピー・アンド・ペースト操作を行うことにより、再生装置のメモリ１２に対
する転送を行うことができる。処理部１１は、マスストレージモードでの動作を、パソコ
ンとの接続の解除を検出するまで継続させる。
【００３５】
　ステップ６２においてパソコンとの接続が解除されたことを検出すると、処理部１１は
ステップ６３において、データベース検索機能が有効又は無効のいずれに設定されている
かを判定する。無効であると判定した場合には、そのまま図６の処理を終了する。有効で
あると判定した場合には、ステップ６４において、図１３や図１４のような所定の検索ツ
リーに従った検索を可能とするためのデータベースを構築する。データベースの構築が完
了すると、図６の処理を終了する。
【００３６】
　図７はステップ６４におけるデータベース構築処理を示すフローチャートである。処理
を開始すると、処理部１１は、まず、ステップ７１において、データベースの初期化を行
う。次に、ステップ７２において、メモリ１２の中に存在する楽曲ファイルのうちの最初
のものについて、ファイルのヘッダ情報（タグ情報）を読む。
【００３７】
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　次に、ステップ７３において、ヘッダ情報のうちのアーティスト情報を認識し、そのア
ーティストが、図１３のような所定の検索ツリーに従って検索することができるようにデ
ータベースを更新する。以下、同様にして、ステップ７４～７６においてそれぞれ、ヘッ
ダ情報のうちのアルバム情報、曲名情報、及びジャンル情報を認識し、そのアルバム、曲
名、及びジャンルが図１３や図１４のような所定の検索ツリーに従って検索することがで
きるようにデータベースを更新する。
【００３８】
　次に、ステップ７７において、まだ他の楽曲ファイルが存在するか否かを判定する。存
在すると判定した場合には、ステップ７８において、次の楽曲ファイルのヘッダ情報を読
む。そして、ステップ７３に戻り、上述と同様にして、そのヘッダ情報に基づくデータベ
ースの更新を行う。他の楽曲ファイルが存在しないと判定した場合にはデータベース構築
処理を終了する。
【００３９】
　この処理によって構築したデータベースに基づき、処理部１１は、図１３や図１４のよ
うな検索ツリーに従った楽曲検索のための操作を、図４のようなユーザインタフェースを
通じ、ユーザに対して提供することができる。
【００４０】
　本実施形態によれば、データベース検索機能を有効又は無効に設定することができるよ
うにするとともに、無効に設定されている場合にはデータベース構築処理（図６のステッ
プ６４；図７）をスキップするようにしたため、データベース検索機能による楽曲の検索
を必要としないユーザは、予めデータベース検索機能を無効とする設定としておくことに
より、楽曲ファイルの転送時に行われるデータベースの構築に要する時間を不要とするこ
とができる。したがって、ＵＳＢケーブルを取り外してパソコンとの接続を解除した後、
直ちに、転送した楽曲の聴取に移行することができる。
【００４１】
　図８は本発明の他の実施形態に係る再生装置の外観図である。図中の８１はデータベー
ス検索機能を有効又は無効に設定するためのメカニカルなスイッチである。上述の実施形
態においては表示部１３及び操作部１４による図３のようなユーザインタフェースにより
データベース検索機能の有効又は無効を設定するようにしているが、本実施形態では、設
定スイッチ８１によりその設定を行うようにしている。他の点については、上述実施形態
の場合と同様である。
【００４２】
　図９は本発明のさらに他の実施形態に係る再生装置の構成を示すブロック図である。図
１の再生装置と異なり、本再生装置はＵＳＢホストとして動作し、処理部９１はＵＳＢイ
ンタフェース９２を介して接続されたＵＳＢメモリに格納されている楽曲ファイルに基づ
き、楽曲を再生することができる。処理部９１は、接続されたＵＳＢメモリ内の各楽曲フ
ァイルについて、上述図７の処理と同様にして楽曲検索用のデータベースを作成し、ユー
ザによる楽曲の検索に供することができる。すなわち、データベースの作成対象は、上述
実施形態ではパソコン等から転送され、メモリ１２に格納された楽曲ファイルであるのに
対し、本実施形態ではＵＳＢメモリに予め格納された楽曲ファイルとなっている。したが
ってデータベースの作成タイミングは、上述実施形態ではＵＳＢ接続が解除された時点で
あるのに対し、本実施形態ではＵＳＢメモリとの接続が確立された時点となる。
【００４３】
　本実施形態の場合も、上述図３や図８の場合と同様にして、データベース検索機能を有
効又は無効に設定することができるようになっている。したがって、処理部９１は、ＵＳ
ＢメモリがＵＳＢインタフェース９２を介して接続されると、データベース検索機能が有
効又は無効のいずれに設定されているかを判定し、有効である場合に限り、ＵＳＢメモリ
内の楽曲ファイルについて、図７と同様の処理によってデータベースを作成する。
【００４４】
　図９における表示部１３、操作部１４、及び音声出力部１５の機能は、図１の再生装置
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の場合と同様である。また、他の言及しない点については上述実施形態の場合と同様であ
る。本実施形態によれば、データベース検索機能を有効又は無効に設定することができる
ようにするとともに、有効に設定されている場合に限り、データベースの作成を行うよう
にしたため、データベース検索機能による楽曲の検索を必要としないユーザは、データベ
ース検索機能を無効に設定しておくことにより、ＵＳＢメモリを接続すると同時に、楽曲
の聴取を開始することができる。
【００４５】
　なお、本発明は上述実施形態に限定されることなく、適宜変形して実施することができ
る。たとえば、上述においては、データベース検索機能についての有効又は無効の設定を
再生装置において設定するようにしているが、この代わりに、該設定をパソコン側から行
うことができるようにしてもよい。
【００４６】
　また、上述においては特に言及はしなかったが、データベース検索機能の有効又は無効
の設定を、部分的に行うことができるようにしてもよい。たとえば、アーティスト検索の
みを有効としたり、アルバム検索とアーティスト検索のみを有効としたりすることができ
るようにしてもよい。この場合、有効とされたカテゴリの検索に必要なデータベースのみ
が作成されることになるので、他の無効とされているカテゴリ検索に必要なデータベース
の作成に要する時間を不要とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明の一実施形態に係る再生装置の構成を示すブロック図である。
【図２】図１の再生装置がパソコンに接続されている様子を示す図である。
【図３】図１の再生装置において、データベース検索機能を有効又は無効に設定する操作
を示す図である。
【図４】図１の再生装置において、データベース検索機能が有効に設定されている場合の
ホーム画面の一例を示す図である。
【図５】図１の再生装置において、データベース検索機能が無効に設定されている場合の
ホーム画面の一例を示す図である。
【図６】図１の再生装置のメモリへパソコンから楽曲ファイルを転送する際の再生装置側
の処理を示すフローチャートである。
【図７】図６中のデータベース構築処理を示すフローチャートである。
【図８】本発明の他の実施形態に係る再生装置の外観図である。
【図９】本発明のさらに他の実施形態に係る再生装置の構成を示すブロック図である。
【図１０】楽曲ファイルについてのメタデータの一例を示す図である。
【図１１】再生装置におけるフォルダの構成例を示す図である。
【図１２】再生装置における別のフォルダ構成例を示す図である。
【図１３】楽曲ファイルを検索するためのデータベースによる検索ツリーの一例を示す図
である。
【図１４】アルバム検索を行う場合の検索ツリーの一例を示す図である。
【図１５】検索が容易なフォルダ構成の一例を示す図である。
【符号の説明】
【００４８】
　１１：処理部、１２：メモリ、１３：表示部、１４：操作部、１５：音声出力部、１６
：ＵＳＢインタフェース、２１：再生装置、２２：ＵＳＢケーブル、２３：パソコン、３
１：ホーム画面、３２：カーソル、３３：画面、３４：画面、４１：アーティスト選択画
面、５１：フォルダ選択画面、８１：スイッチ、９１：処理部、９２：ＵＳＢインタフェ
ース。
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